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男
女
平
等
参
画
都
市
宣
言

記
念
式
典

誰
も
が
個
性
と
能
力
を
十
分
発

揮
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指

し
、
市
制
施
行
記
念
日
の
２
月
１

日
に
男
女
平
等
参
画
都
市
を
宣
言

し
ま
す
。

市
で
は
、
女
性
行
動
計
画
「
ま

ち
だ
女
性
プ
ラ
ン
」
を
１
９
９
４

年
３
月
に
策
定
し
、
様
々
な
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。し
か
し
、

依
然
と
し
て
「
女
は
こ
う
あ
る
べ

き
、
男
は
こ
う
あ
る
べ
き
」
と
い

う
意
識
が
根
強
く
残
っ
て
お
り
、

個
々
の
人
生
の
選
択
肢
が
自
由
で

あ
る
と
は
い
え
な
い
状
況
が
あ
り

ま
す
。

性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、
人
権

が
平
等
に
尊
重
さ
れ
る
男
女
平
等

参
画
社
会
の
形
成
は
、
市
民
生
活

に
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
課
題
で

あ
り
、
ま
た
、
緊
急
に
取
り
組
む

べ
き
課
題
と
言
え
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
慣
行
や
社
会
制
度

は
、
多
分
に
一
方
の
性
に
偏
っ
た

も
の
が
あ
り
、
男
女
に
中
立
に
対

応
す
る
内
容
に
見
直
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。
社
会
的
に
培
わ

れ
て
き
た
意
識
を
変
え
る
に
は
、

継
続
的
な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ

り
、「
男
女
平
等
参
画
都
市
」
と

し
て
宣
言
を
行
い
、
人
類
不
変
の

願
い
で
あ
る
「
平
和
で
豊
か
な
社

会
」
へ
の
基
礎
と
し
て
、
男
女
平

等
参
画
社
会
の
実
現
を
、
行
政
と

市
民
が
一
体
と
な
っ
て
進
め
て
行

こ
う
と
い
う
思
い
を
宣
言
に
託
す

も
の
で
す
。

○
期
日

２
月
１
日
（
木
）

○
会
場

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

・
３
階
ホ
ー
ル

○
内
容

式
典
�
午
後
１
時
３０
分

〜
２
時
、
記
念
講
演
・
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
�
午
後
２
時
１５
分
〜
４
時

１０
分

【
記
念
講
演
「
２１
世
紀
男
女
共
同

参
画
社
会
へ
」】

○
講
師

内
閣
府
男
女
共
同
参
画

局
長
・
坂
東
眞
理
子
氏

※
坂
東
氏
は
、
総
理
府
婦
人
問
題

担
当
室
長
、
初
代
男
女
共
同
参
画

室
長
、
埼
玉
県
副
知
事
、
豪
州
ブ

リ
ス
ベ
ー
ン
総
領
事
に
就
任
な
ど

の
経
歴
が
あ
り
、
ま
た
、
著
書
に

は
「
ゆ
と
り
の
国
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
」「
女
性
は
挑
戦
す
る
」
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

※
本
日
の
入
場
も
可
能
で
す
。

�問
町
田
市
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ

ー
�
７
２
３
・
２
９
０
８

いきいき子育て講演会の会場風景

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
募
集
を
し

て
い
ま
し
た
が
、
選
考
の
結
果
、

町
田
市
小
川
在
住
の
羽
生
謙
五
さ

ん
の
作
品
に
決
定
し
ま
し
た
。

私
た
ち
は
十
人
十
色
そ
れ
ぞ
れ

の
個
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。
老
若

男
女
の
区
別
な
く
、
一
人
ひ
と
り

が
自
分
の
持
つ
能
力
を
発
揮
し
、

み
ん
な
で
社
会
を
支
え
合
っ
て
い

る
様
子
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

男
女
平
等
参
画
都
市
宣
言
を
契

機
と
し
て
、花
火
が
大
き
く
輝
き
、

ひ
ろ
が
っ
て
い
く
よ
う
に
、
一
人

ひ
と
り
が
男
女
平
等
参
画
社
会
を

つ
く
っ
て
い
こ
う
と
い
う
決
意
と

願
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と

標
語
が
決
ま
り
ま
し
た

標
語
の
募
集
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
選
考
の
結
果
、
町
田
市

三
輪
町
在
住
の
南
曄
子
さ
ん
の

作
品
に
決
定
し
ま
し
た
。

男
女
平
等
参
画
の
ま
ち
づ
く

り
は
、
市
民
、
行
政
が
、
仕
事

や
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
平

等
に
つ
い
て
自
ら
を
見
つ
め
な

お
し
、
意
識
改
革
し
て
ゆ
く
こ

と
で
す
。

そ
こ
で
、
誰
も
が
、
小
さ
な

問
題
を
て
い
ね
い
に
コ
ツ
コ
ツ

と
解
決
す
る
中
で
、
し
っ
か
り

基
礎
の
固
ま
っ
た
安
定
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
め
ざ
そ
う
、
と
い

う
願
い
を
込
め
ま
し
た
。

２
月
１
日
、
高
齢
者
在
宅
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
木
曽
」
が
木
曽
町
２
２
１

４
番
地
１
に
開
設
し
ま
す
。

こ
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
は
、
社
会
福
祉
法
人
七
五
三

（
な
ご
み
）会
が
設
立
。
市
内
で

２９
番
目
の
施
設
と
な
り
ま
す
。

主
な
事
業
は
、
通
所
介
護
事

業
（
送
迎
、
生
活
リ
ハ
ビ
リ
・

趣
味
活
動
、
入
浴
、
食
事
な
ど
）

で
す
。
利
用
時
間
帯
は
、
必
要

に
応
じ
て
３
コ
ー
ス
あ
り
ま

す
。
�１
Ａ
コ
ー
ス
�
午
前
１１
時

３０
分
〜
午
後
５
時
３０
分
�２
Ｂ
コ

ー
ス
�
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後

４
時
３０
分
�３
Ｃ
コ
ー
ス
�
午
後

４
時
３０
分
〜
８
時
３０
分
の
時
間

帯
で
、
朝
食
・
昼
食
・
夕
食
を

随
時
提
供
し
ま
す
。
１
日
の
定

員
は
３５
人
。
利
用
料
は
、
介
護

保
険
の
１
割
自
己
負
担
と
食
費

等
の
自
費
で
す
。

一
部
、
介
護
保
険
で
非
該
当

（
�
自
立
）
と
認
定
さ
れ
た
方

も
、
利
用
で
き
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
相
談
下
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
木
曽
（
�
７
８
９
・
０

７
５
３
）
へ
。

町
田
市
男
女
平
等
推
進
セ
ン

タ
ー
で
は
、
火
〜
金
曜
日
に
電

話
で
悩
み
ご
と
相
談
を
受
け
て

い
ま
す
が
、
今
回
は
「
男
女
平

等
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
女
性
悩
み

ご
と
電
話
相
談
部
門
」と
し
て
、

土
・
日
曜
日
に
相
談
日
を
設
け

ま
し
た
。

日
ご
ろ
、
お
仕
事
で
お
忙
し

い
方
で
も
、
さ
さ
い
な
こ
と
だ

と
あ
き
ら
め
な
い
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
下
さ
い
。
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

○
日
時

２
月
３
日
（
土
）、

４
日
（
日
）
午
前
９
時
３０
分
〜

午
後
４
時

○
直
通
電
話

７
２
１
・
４
８

４
２

�問
町
田
市
男
女
平
等
推
進
セ
ン

タ
ー
�
７
２
３
・
２
９
０
８

本紙は古紙配合率70％再生紙を使用しています。ごみの減量と資源化にご協力を

人口 ３７９，１４７人
男 １８８，７９４人
女 １９０，３５３人
（前月より５７３人増）

世帯 １４９，５９４世帯
（前月より２９７世帯増）
（１３年１月１日現在）

人
口
と
世
帯

男女平等参画社会の実現を目指し	
�
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２
月
１
日

男女平等 市民が築く
まちづくり

標
語

土
・
日
女
性
悩
み
ご
と

電

話

相

談

デイサービス木曽
オープン

男女平等参画都市宣言
わたしたちは、男女が平等で、

一人ひとりの人権を尊重し合い、

個性と能力を十分に発揮し、

自立して生きる社会をめざします。

２１世紀を迎え、町田市は、

職場・学校・地域・家庭をはじめ、

社会のあらゆる領域で、男女の真の平等と

真の参画を推進するため

ここに、「男女平等参画都市」を宣言します。

２００１年２月１日

町田市 シンボルマーク

２／１２００１年
（平成１３年）

第１２８０号


